
ブレない　　　　　で
好成績を達成

モーニングス
ターが

長寿ファンド
の

秘密に迫る！

神保直人
朝日ライフ アセットマネジメント
業務管理部　委託運用グループチーフ

本来の企業価値に
達したら売り！

割安状態で
買い！

個別銘柄の
株価

買入ターゲット

売却ターゲット

朝日Nvest グローバル バリュー株オープン（愛称 Avest-E）

朝日ライフ アセットマネジメント

頭としっぽはくれてやれ！
ブレない運用方針が安定感を生み出す

割安株投資

商号等／朝日ライフ アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第 301号
加入協会／一般社団法人投資信託協会　一般社団法人日本投資顧問業協会
当社ではホームページにて、商品内容・運用実績等の情報提供サービスを行っております。
URL：http://www.alamco.co.jp/

設定・運用は 外貨建資産の運用は

ハリス・アソシエイツ・エル・ピー
Harris Associates L.P.

「
日
本
を
除
く
世
界
の
株
式
市
場
を
対
象

に
、
長
期
的
視
点
か
ら
割
安
株
を
特
定
し

て
投
資
を
す
る
。
こ
れ
が
、
当
フ
ァ
ン
ド

を
実
質
的
に
運
用
し
、
割
安
株
投
資
に
関

し
て
世
界
で
も
高
い
評
価
を
持
つ
ハ
リ

ス
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
基
本
方
針
で
す
。

　
国
や
業
種
な
ど
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
と

に
か
く
割
安
で
有
望
な
銘
柄
だ
け
を
積
み

上
げ
て
構
成
し
ま
す
。
２
０
１
５
年
３
月

末
時
点
で
投
資
銘
柄
数
は
38
社
。
新
興
国

の
株
式
も
投
資
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
、
投
資
割
合
に

つ
い
て
は
30
％
以
下
と
い
う
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
」

「
財
務
諸
表
等
の
分
析
に
加
え
、
実
際
に

企
業
訪
問
を
し
な
が
ら
、
企
業
の
質
と
経

営
者
の
質
、
両
サ
イ
ド
か
ら
の
見
極
め
を

実
施
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ブ
ラ
ン

ド
力
、
技
術
力
な
ど
の
確
立
し
た
事
業
基

盤
を
持
っ
て
い
る
か
。
さ
ら
に
経
営
者
が

株
価
を
強
く
意
識
し
た
経
営
を
行
な
っ
て

い
る
か
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
〝
本
来
の
企
業
価
値
〞
を
見

極
め
た
う
え
で
、
厳
選
さ
れ
た
買
入
対
象

銘
柄
リ
ス
ト
か
ら
、
フ
ァ
ン
ド
へ
の
組
入

銘
柄
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
が
、
割
安
の

基
準
と
し
て
は
、
企
業
価
値
か
ら
見
た
適

正
株
価
の
70
％
以
下
で
取
引
さ
れ
て
い
る

銘
柄
が
買
入
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
株
価
が
上
昇
し
、
適
正
株
価
に

達
し
た
ら
確
実
に
売
る
。
こ
う
し
た
投
資

行
動
の
繰
り
返
し
こ
そ
が
、
優
れ
た
長
期

的
な
運
用
成
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
」

本
来
の
企
業
価
値
か
ら

割
安
株
を
厳
選
す
る

■ 本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容等を説明するために作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とした
ものではありません。
■ 当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります）ので、市場環境等によって基準価額は変動します。
したがって、投資元本は保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。
■本資料は当社が信頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完全性をお約束するものではありません。
■本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。
■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。
■ファンドの取得の申し込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。
■ 当ファンドは、金融機関の預金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場合は、投
資者保護基金による支払いの対象にはなりません。

■Morningstar Award（モーニングスターアワード）は「投資信託の評価機関」であるモーニングスターが、国内の追加型株式投資信託約4,500本を対象に、優れた運用実績とマネジメントを
持つファンドを選考したアワード（賞）です。“Fund of the Year（ファンド オブ ザ イヤー）”は、過去16回、1年以上の運用成績が総合的に優秀であると判断された投資信託を表彰していま
す。“Fund of the Decade 2013（ファンド オブ ザ ディケード2013）”は、過去1回（2014年1月）だけ、10年以上の長期で優れた運用実績を有する投資信託を表彰しています。当賞は過
去の情報に基づくものであり、将来のパフォーマンスを保証するものではありません。また、モーニングスターが信頼できると判断したデータにより評価しましたが、
その正確性、完全性等について保証するものではありません。著作権等の知的所有権その他一切の権利はモーニングスター株式会社並びにMorningstar,Inc.に帰属し、
許可なく複製、転載、引用することを禁じます。

資金動向、市況動向等によっては、上記
のような運用ができない場合があります。

10年以上の運用実績のある優れたファンドに贈られる「ファンド オブ ザ ディケード2013（国際株式型部門）」
（モーニングスター）を受賞。その定評のある運用の実態にモーニングスターが迫った。

「
朝
日
Ｎｖｅｓ
ｔ 

グ
ロ
ー
バ
ル

バ
リ
ュ
ー
株
オ
ー
プ
ン
」の

基
本
的
な
運
用
方
針
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

一
般
的
な
国
際
株
式
型
の

フ
ァ
ン
ド
と
比
べ
、銘
柄
を

厳
選
し
て
い
る
印
象
で
す
が
、

割
安
株
の
選
定
基
準
と
は
？
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プロの分析マンが見る
おすすめのポイントは？

モーニングスター調査分析部
坂本浩明聞き手

ファンドの投資リスク

ファンドの費用
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純資産総額（右軸）

基準価額
（税引前分配金再投資ベース）

基準価額

数々のショックを潜り抜け、
右肩上がりに！

「
株
価
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
市
場
の
噂
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
短
期
的
な
要
因
で
上
下
動
す

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
個
別
銘
柄
の

〝
本
来
の
企
業
価
値
〞
は
、
日
々
の
株
価

の
よ
う
に
は
変
動
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

長
期
で
見
れ
ば
、
市
場
心
理
の
悪
化
な
ど

で
質
の
高
い
銘
柄
の
株
価
ま
で
も
が
〝
本

来
の
企
業
価
値
〞
か
ら
大
き
く
か
い
離
し

た
時
こ
そ
が
投
資
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

当
フ
ァ
ン
ド
は
、
08
年
の
金
融
危
機
、
12

年
の
欧
州
債
務
問
題
勃
発
時
の
よ
う
に
市

場
が
大
き
く
下
が
り
大
幅
に
割
安
に
な
っ

た
質
の
高
い
銘
柄
へ
の
投
資
を
行
な
っ
て

い
た
の
で
、
相
場
が
回
復
し
た
時
点
で
、

市
場
平
均
を
大
き
く
上
回
る
収
益
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
質
の
高
い
銘
柄
を
大
幅
に
割
安
な
価
格

で
買
う
と
い
う
運
用
方
針
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

が
い
く
ら
好
調
で
も
、
株
価
が
割
高
な
う

ち
は
投
資
し
な
い
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。

　
そ
の
典
型
的
な
事
例
が
、
07
年
に
売
却

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
大
手
の
ビ
ベ

ン
デ
ィ
で
す
。
事
業
の
価
値
は
評
価
し
て

い
た
も
の
の
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
期
に
は
株
価

が
実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
上
昇
し
て
い
ま

し
た
。
当
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
02
年
、
バ
ブ

ル
崩
壊
で
株
価
が
大
き
く
下
落
し
た
と
こ

ろ
で
組
み
入
れ
を
開
始
。
そ
の
後
、
株
価

は
順
調
に
上
昇
し
、
２
倍
以
上
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
売
却
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
保
有
し
て
い
る
銘
柄
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
と
い
っ
た

有
名
な
会
社
も
あ
り
ま
す
が
、
時
価
総
額

や
知
名
度
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、〝
本
来
の
企

業
価
値
〞
と
株
価
水
準
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

組
み
入
れ
を
決
定
し
て
い
ま
す
」

「
短
期
的
に
は
市
場
が
大
き
く
変
動
す
る

よ
う
な
局
面
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
長
期

投
資
で
成
功
す
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
、

決
し
て
ブ
レ
な
い
こ
と
。
世
界
の
株
式
市

場
の
長
期
的
展
望
に
つ
い
て
は
楽
観
的
に

見
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
投
資
環
境
に
お

い
て
も
一
貫
し
た
投
資
行
動
を
と
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
フ
ァ
ン
ド
は
、
地
域
、
業
種
、

ト
レ
ン
ド
な
ど
に
関
係
な
く
、
幅
広
く
割

安
株
を
発
掘
で
き
る
の
も
強
み
で
す
。
個

人
投
資
家
の
方
々
も
、
ぜ
ひ
信
念
と
根
気

を
持
っ
て
、
積
立
で
少
額
ず
つ
時
間
分
散

を
し
な
が
ら
購
入
す
る
な
ど
、
長
期
ス
タ

ン
ス
で
資
産
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
当
フ
ァ
ン

ド
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

金
融
危
機
や
バ
ブ
ル
崩
壊

こ
そ
投
資
の
チ
ャ
ン
ス
！※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は信託報酬控除後であり、税引前分配金を再投資した

ものとして計算しています。※基準価額は信託報酬控除後です。※本資料中のグラフは過去のも
のであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。

組入銘柄を厳選したファンドは、上
昇相場には強くても、相場が下落し
た際に、大きく負け込む傾向が強い。
同ファンドの場合、企業価値に基づ
く銘柄選択が優れており、売買ルー
ルが一貫していることも、長期で好
成績をあげている秘訣と見ています。

ファンドは値動きのある有価証券等を投資対象としますので、組入有価証券等の値動きなどの影響により、基
準価額が下落することがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落に
より、これを割り込むことがあります。ファンドは預貯金と異なります。信託財産に生じた利益および損失は、
すべて投資者に帰属します。
≪ファンドの基準価額の主な変動要因≫ 株価変動リスク、為替変動リスク、信用リスク、カントリーリスク 
など
※詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

投資者が直接的に負担する費用
●お申込手数料：購入価額に3.24%（税抜3.0%）を上限として販売会社が個別に定める率を乗じて得た額　※詳しくは販売会社へお問い合わせください。
●信託財産留保額：換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3%の率を乗じて得た額
投資者が信託財産で間接的に負担する費用
●運用管理費用（信託報酬）：ファンドの日々の純資産総額に年1.944%（税抜1.8%）の率を乗じて得た額
　※毎計算期間の最初の6ヵ月終了日および毎計算期末または信託終了のときファンドから支払われます。
● その他の費用・手数料：以下の費用などがファンドから支払われます。これらの費用は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することがで
きません。
●ファンドの監査費用（ファンドの日々の純資産総額に年0.005%（税抜）の率を乗じて得た額。ただし年40万円（税抜）を上限とします）
　※別途消費税等相当額がかかります。
●有価証券売買時の売買委託手数料　●先物・オプション取引等に要する費用　●資産を外国で保管する場合の費用
　※ファンドの費用（手数料等）の合計額については、投資者がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

少
額
ず
つ
積
立
で

コ
ツ
コ
ツ
と
資
産
形
成
を

過
去
10
年
で
年
８・
47
％
と

国
際
株
式
型
投
信
の
中
で

断
ト
ツ
の
成
績
で
す
が
、

そ
の
秘
訣
は
？

過
去
、現
在
の
保
有
銘
柄
に

つ
い
て
、具
体
的
な
売
買
事
例

を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

米
利
上
げ
等
の
影
響
も
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
の

見
通
し
、戦
略
に
つ
い
て
は
？
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